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論文内容要約 
第一章は、研究の目的・対象・方法等に加え、昨今、重要度を増してきた「建築検査」について、その背景とな
った建築業界の長年に渡る不祥事発生とその原因について言及し、本研究が技術の最適化を軸とした既往の建築
計画・設計施工支援のための知見研究に対して、2000 年 4 月に施行された品確法により生じた建築生産環境の
変化を前提に、現実に生じた不適切施工の事例検証から原因究明を行い、建築検査手法の適正化や第三者検査導
入の必要性を検証する、実学を対象とした研究である点を述べ、考察の意義について説明する。 
 
第二章は、「建築検査」の中でも、近年住宅流通市場で拡大している既存戸建住宅検査について、総論としての瑕
疵・不具合・早期劣化に関する検査事例を挙げ、一般的に行われている部位別検査から、原因究明に必要な事象・
現象に着目した横断的・包括的検査事例と、その場合の検査の視点・観点について述べる。これらから、建築検
査の適正化の方向性を示す。また、成果物として、木造住宅外皮の「不具合・劣化リスク表」と其の対応として
の「不具合・劣化リスク対応・対策表」及び検査チェックリスト・判定表を作成する。 
 
第三章は、前章の総論としての「戸建住宅検査」から、特に発生件数の多い各論としての「雨漏り検査」につい
て、従来の検査手法では困難だった原因究明のための検査を、前章で示した横断的・包括的な考え方により実務
として検証した結果として、原因究明に効果のある検査手法を策定する。成果物としては、横断的・包括的雨漏
り検査の手順と撒水検査のフローを作成する。 
 
第四章は本論文の主題としての「専門工事業の職能・職域の変化（多能工化）に伴う施工リスク雨水侵入の原因」
として考察を行なう。過去の既存住宅の検査事例から抽出した６３９件のデータ分析を行なった結果、及び築年
数１０年以内の補修しても再発する雨漏り事例５３件のデータ分析の結果から、雨漏り原因として多くの不適切
施工が判明した。 
次に、筆者が実際に検査を行った既存住宅の事例から抽出した６３９件のデータ分析及び築年数１０年以内の補
修履歴の中で雨漏り再発事例５３件のデータ分析の結果から、不適切施工と雨漏り原因の関係を考察する。 
また専門職能の施工とは考えられない多くの不適切施工が存在する点を考察し、工程・構・工法の変遷と多能工
化の進行との関連について仮説的視点から考察を加える。これらの検証のため、国総研の共同研究に参加してい
る関係業界団体を通して、工程・職能・職域等に関するアンケートを実施する。その結果、全国的に多能工化が
一般化しており、各種多能工により、専門職能以外の職域を知見・経験不足のまま施工している状況が判明した。
対策として、多能工を前提とした作業手順等を策定する必要があり、また適正な多能工の育成を行うことが喫緊
の課題である点を説明する。 
 
第五章は本論文の総括として、現在既存住宅流通業界において重要度の拡大した「建築検査」の問題点と適正化
の必要性、更に各論として「戸建住宅検査」の事例を示すことにより原因究明のための検査手法を示した事、主
題としては適正化した検査によるデータベース分析により、不適切施工と多能工化の関係を立証した事を述べる。 
また、現在研究中若しくは今後の研究課題として、「実学」化のための学術的検査の種類と方法論を示した。 
 
最終章として資料篇を付けた。第一資料として、本文中では説明を省略した新築・既存の木造住宅に係る法令・
制度に基づく検査や筆者ら検査機関が実施している検査等につき、個別の検査の概要を説明し、建築検査業務の
問題に関する背景と構造を付帯的観点から述べる。 
第二資料として、本文中では結果のみを示した、既存木造住宅の雨漏りに関する 53 件及び 639 件のデータベー
スをマトリックス化し掲載した。また、屋根・外壁の各構法の層構成一覧表も参考に加える。 
 
 
 
